
令和８年度事業計画書 

 

令和８年３月２３日 

公益社団法人畜産協会わかやま 

理事会決議 

 

 

１ 事業の実施計画 

＜令和８年度方針＞ 

 飼料等資材価格の高止まりなど畜産を取り巻く状況は厳しさを増す一方、多くの畜種において生

産コストを畜産物価格に転嫁出来ていないうえ、牛肉等においては、物価高による消費の減退がみら

れる。また、家畜衛生面では、高病原性鳥インフルエンザの発生や豚熱の散発、アフリカ豚熱への警

戒など防疫対策のさらなる強化が求められている。 

当協会では、和歌山県の畜産が健全に発展していくための基礎として、畜産経営における生産効率

の改善、収益性強化の支援に重心を置くことはもとより、家畜及び畜産物の生産・流通及び価格の安

定を図る事業を実施する。加えて、家畜防疫・衛生対策向上や畜産物の生産から消費までの安全確保・

相互理解を醸成する活動等を展開していく。 

 そのため、当協会は、県関係機関及び会員団体等の理解と協力を得ながら、連携を強め組織強化を

図り、畜産の健全な発展に資することを目的に、以下の諸事業を積極的に推進する。 

 

（１）公益目的事業 

 畜産に関する生産の振興に関する事業 

 （趣旨・目的） 

 国民生活に不可欠な食料である畜産物（牛・豚・鶏肉、卵、牛乳等）を国内で安定的に供給

し、食料自給率の向上に寄与することを目的とした、畜産の生産振興に関する以下の事業を実

施する。 

 （事業内容） 

 １）熊野牛改良増殖推進 

 全国的に実施されている和牛の育種改良のための血統登録を行い、牛の持つ能力を指標化し

た育種価を判明させるとともに、和歌山県特産牛「熊野牛」の繁殖・産肉能力に関する個体情

報の収集分析を行い、「熊野牛」飼養農家にデータの提供を行うとともに、育種改良に必要な研

修等を行う。 

 区分 計画 前年度計画 

1 和歌山県委託 

 

熊野牛改良増殖推進事業費 

 事業対象繁殖雌牛飼養農家 

 情報提供繁殖雌牛 

 牛脂肪酸測定 

1,662,000 円 

２２戸 

６００頭 

３００頭 

1,662,000 円 

２４戸 

６３０頭 

３００頭 

2 全国和牛登録協会委託・ 和牛登録事業費 1,646,000 円 1,788,120 円 



補助  会員数 

 和牛血統登録件数 

 和牛登録研修会 

２９戸 

６４８件 

１回 

３０戸 

６７６件 

１回 

 

 ２）畜産技術高度化推進 

 飼養管理技術の調査研究、畜産を取り巻く情勢や動向の調査・分析、畜産経営技術の指導方

策を検討するための畜産技術高度化支援指導研究会を開催するとともに、生産技術の改善指導、

後継者等担い手の育成・就農支援、HACCP やポジティブリストへの対応等高度化する技術への

対応指導を行う。 

 区分 計画 前年度計画 

1 和歌山県委託 

 

畜産経営指導事業費 

 支援指導研究会 

 経営改善指導 

 担い手支援指導 

 高度化支援指導 

4,889,000 円 

１回 

40 回(20 戸) 

３回(各 10 戸) 

20 回(10 戸) 

5,219,000 円 

１回 

58 回(29 戸) 

３回(各 10 戸) 

30 回(10 戸) 

2 中央畜産会請負 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策

事業費（全国推進事業） 

 全国実態調査 

800,000 円 

 

１０戸 

800,000 円 

 

１０戸 

3 中央畜産会請負 生産技術情報提供事業に係る生産技

術指導情報の収集業務 

1,065,000 円 

１５戸 

1,065,000 円 

１５戸 

4 畜産経営相談窓口整備  畜産経営相談窓口の設置 常時 常時 

 

 ３）畜産に対する理解増進 

 熊野牛を始め県内畜産物の生産から消費に至る「食の安全」の相互理解を促進するため、認

定制度の運用を行うとともに、講師の派遣や畜産関連施設視察などを通じて一般の方々に県内

畜産物の重要性の理解を増進するため各種ＰＲ活動を行う。 

   ア 熊野牛認定制度の運用 

 安全・安心な県産牛肉の提供を目的に、熊野牛の認定基準に適合した牛肉に対し認定証を

交付する。 

   イ 講演会等の開催 

 消費者を対象とした畜産の重要性を PRするための講演会講師を派遣する。 

   ウ 畜産関連施設視察 

 馬事・畜産の普及啓発と県内畜産物の消費拡大を図る観点から、連携機関の協力を得て、

一般消費者を対象とした競馬場視察を開催する。 

 区分 計画 前年度計画 

1 畜産物認定事業収益 熊野牛認定業務費 

 熊野牛認定証交付 

3,233,000 円 

５３０件 

3,190,000 円 

５５０件 

2 講演会等の開催  畜産おはなし講座 ４回 ４回 



3 畜産関連施設視察  競馬場視察 １回 １回 

 

 ４）畜産の活性化推進事業 

 畜産の生産力及び収益力強化を図るとともに、地域畜産の支援基盤の活性化を図るため、家

畜増頭奨励金の交付や機械設備等導入支援を行うとともに、事業の円滑な推進のため、県内畜

産関係団体との連絡調整会議等の開催及び県内畜産関係団体業務支援を行う。 

   ア 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）に係る事業推進業務 

 畜産クラスター協議会が導入するリース機械の手続き業務を行う。 

   イ ICT化等機械装置等導入事業に係る事業推進業務 

 労働負担軽減事業の円滑な推進を図るため、県内関係者への普及推進業務、畜産 ICT応援

会議に対して事業推進指導・内容確認業務を行う。 

   ウ 酪農経営支援総合対策事業（酪農労働省力化対策事業）都道府県段階推進業務 

 労働負担軽減事業の円滑な推進を図るため、県内関係者への普及推進業務、楽酪応援会議

に対して事業推進指導・内容確認業務を行う。 

   エ 和歌山県熊野牛子牛市場業務 

 和歌山県熊野牛子牛市場の業務のうち一部（当日業務）を実施する。 

   オ 全国和牛能力共進会和歌山県出品推進協議会事務局業務 

 全国和牛能力共進会和歌山県出品推進協議会の事務局業務の一部（事務処理、会計等）を

実施する。 

   カ 和歌山県養鶏協会事務局業務 

 和歌山県養鶏協会の事務局業務の一部（事務処理、会計等）を実施する。 

   キ 地域団体連携協調体制強化 

 地域畜産関係団体との連携強化、生産者の組織化、県内の生産者や関係団体との連携強化

を図るための活動を実施する。 

   ク 優良繁殖雌牛更新加速化事業に係る事業推進業務 

 高齢の繁殖雌牛から、優良な繁殖雌牛に更新する場合に、実績に応じて奨励金を交付する

事業の推進、県内における取組主体の取りまとめ、窓口業務、連絡・調整・データ整理及び

調査業務を行う。 

      ケ 畜産物輸出対応生産円滑化事業に係る委託業務 

     生産者等からの輸出相談に応じるための相談窓口の設置及び、輸出に対する生産者の理

解醸成や意識向上を図る活動を実施する。 

 区分 計画 前年度計画 

1 中央畜産会委託 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策

事業費（機械導入事業） 

570,000 円 

 

620,000 円 

 

2 中央畜産会委託 ICT 化等機械装置等導入事業 

 

184,000 円 

 

175,000 円 

 

3 中央畜産会委託 酪農経営支援総合対策事業（酪農労働

省力化対策事業） 

554,000 円 

 

584,000 円 

 



4 和歌山県農業協同組合 和歌山県熊野牛子牛市場業務費 

 子牛市場 

515,000 円 

５回 

－ 

5 和歌山県農業協同組合

連合会委託 

和歌山県熊野牛子牛市場業務費 

 子牛市場 

－ 170,400 円 

３回 

6 熊野牛産地化推進協議

会委託 

熊野牛産地化推進協議会事務局事務

費 

－ 100,000 円 

 

7 熊野牛産地化推進協議

会委託 

熊野牛子牛市場業務費 

 子牛市場 

－ 1,030,200 円 

３回 

8 全国和牛能力共進会和

歌山県出品推進協議会

委託 

全国和牛能力共進会和歌山県出品推

進協議会事務局事務費 

 総会・委員会 

350,000 円 

 

４回 

340,000 円 

 

４回 

9 和歌山県養鶏協会委託 和歌山県養鶏協会事務局事務費 295,000 円 274,000 円 

10 地域団体連携協調体制

強化 

 畜産関係団体連絡協議会 

 種牛共進会 

 研修会 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

１回 

11 全国肉用牛振興基金協

会委託 

優良繁殖雌牛更新加速化業務費 610,000 円 610,000 円 

12 日本畜産物輸出促進協

議会委託 

畜産物輸出対応生産円滑化事業に係

る委託業務費 

1,000,000 円 1,000,000 円 

 

 ５）家畜衛生対策事業 

 畜産物の安心・安全確保や家畜の健康維持を図るため、家畜伝染病の発生予防や自衛防疫対

策を確立するための研修会等の開催及び家畜伝染病発生時の経営再開支援を行う。 

   ア 家畜伝染病に対する地域自衛防疫対策を確立するための研修会等を行う。 

   イ 家畜伝染病発生時の復興支援のため、家畜防疫互助制度への参加推進を行う。 

   ウ 乗用馬等に対する馬インフルエンザのワクチン接種並びに馬飼養衛生状況等の知識の普

及啓発などの取組を行う。 

 区分 計画 前年度計画 

1 中央畜産会補助 家畜防疫・衛生指導対策事業費 

 防疫演習 

 防疫研修会 

3,800,000 円 

１回 

３回 

3,800,000 円 

１回 

３回 

2 中央畜産会委託 家畜防疫互助基金支援事業に係る都

道府県段階事業推進業務費 

 家畜防疫互助金交付契約者 

880,000 円 

 

４０戸 

880,000 円 

 

４１戸 

3 中央畜産会補助 馬防疫強化地域推進対策事業費 

 ワクチン接種頭数 

650,000 円 

４５頭 

－ 

 

 ６）肉用牛価格安定対策事業 



 県内肉用牛飼養農家からの生産者積立金と補助金等で基金を造成し、肉用牛価格があらかじ

め設定した基準価格を下回った場合、基金を取り崩して補給金（補填金）を交付する。 

   ア 肉用子牛生産者補給金制度 

 区分 計画 前年度計画 

1 農畜産業振興機構

補助 

肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強

化事業費 

 内事務委託費 

  事務委託先（和歌山県） 

生産者補給金交付契約者 

肉用子牛個体登録頭数（R8.1～R8.12） 

  黒毛和種 

  交雑種 

6,847,000 円 

 

(255,000 円) 

１団体 

２８戸 

５１０頭 

505 頭 

5 頭 

7,193,465 円 

 

(280,000 円) 

１団体 

２８戸 

５６０頭 

510 頭 

50 頭 

2 生産者積立金 農畜産業振興機構積立助成金 

和歌山県補助金（積立準備金） 

生産者負担金 

410,000 円 

205,000 円 

205,000 円 

468,000 円 

234,000 円 

234,000 円 

3 生産者補給金交付

契約手数料収益 

生産者補給金交付契約手数料 459,000 円 

900 円／頭 

504,000 円 

900 円／頭 

4 生産者補給金 生産者補給交付金（機構負担分） 

 生産者補給交付金交付頭数（R8.1～R8.12） 

  黒毛和種 

  交雑種 

生産者補給金（積立金取崩分） 

 生産者補給金交付頭数（R8.1～R8.12） 

17,962,000 円 

２５３頭 

250 頭 

3 頭 

0 円 

０頭 

22,032,000 円 

５１０頭 

510 頭 

－ 

0 円 

０頭 

   イ 肉用牛肥育経営安定交付金制度 

 区分 計画 前年度計画 

1 農畜産業振興機構

委託 

肉用牛肥育経営安定交付金制度経営安定委

託業務費 

 内事務委託費 

 内業務委託費 

肥育牛補填金交付契約者数 

事務委託先（市町村・配飼協・ＪＡ） 

業務委託先（配飼協） 

6,183,000 円 

 

(162,400 円) 

(160,000 円) 

１８戸 

９団体 

１団体 

6,178,000 円 

 

(181,000 円) 

(145,000 円) 

１６戸 

９団体 

１団体 

2 肥育牛積立金 生産者負担金 

肥育安定基金造成頭数（R8.4～R9.3） 

  肉専用種 

  交雑種 

  乳用種 

3,663,000 円 

６９３頭 

677 頭 

10 頭 

6 頭 

14,442,000 円 

９７２頭 

912 頭 

54 頭 

6 頭 

3 肥育牛補填金交付 肥育牛補填金交付契約手数料 693,000 円 810,000 円 



契約手数料収益 1,000 円／頭 1,000 円／頭 

4 肥育牛補填金 肥育牛補填金 

肥育牛補填金交付頭数（R8.2～R9.1） 

  肉専用種 

  交雑種 

  乳用種 

390,000 円 

３５１頭 

330 頭 

10 頭 

1 頭 

10,812,980 円 

３１８頭 

310 頭 

5 頭 

3 頭 

   ウ 肉用子牛生産者補給金制度に関連する緊急対策事業 

     和牛子牛生産を取り巻く厳しい経営環境を踏まえ、優良な和子牛の安定的な生産や産地

基盤の維持・強化に取り組む和子牛生産者に対し、子牛の平均価格が基準価格を下回った場

合に奨励金を交付する事業の推進業務を行う。 

 区分 計画 前年度計画 

1 農畜産業振興機構補助 優良和子牛生産推進緊急支援事業費 436,000 円 421,000 円 

2 農畜産業振興機構補助 和子牛産地基盤強化緊急特別対策事

業費 

436,000 円 － 

 

 ７）１）～６）の事業を実施するため、畜産経営の支援体制の強化、地域畜産の活性化、安全かつ

安定的な食の提供、馬事普及啓発の推進体制の強化を図るとともに、県及び他の畜産関係団体

が行う事業に対して、本協会の趣旨に反しない限り協力する。 

 区分 計画 前年度計画 

1 地方競馬全国協会補助 畜産経営技術指導事業費 15,622,000 円 15,639,000 円 

2 中央畜産会委託 地域畜産支援指導等体制強化事業に

係る委託事業費 

2,500,000 円 2,500,000 円 

 

２ 重要な契約に関する事項 

  令和８年度に締結予定の多額の長期借入金契約、重要な資産の売買契約、重要な工事の発注予定

はない。 

 

３ 役員会等に関する事項 

（１）監査会 

   開催予定年月  令和８年５月 

   主な議事事項  １）令和７年度事業報告等の監査 

           ２）計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査 

（２）理事会 

 （第１回） 

   開催予定年月  令和８年６月 

   報告事項    職務執行報告 

   主な議事事項  第 71回定時総会提出議案について 

 （第２回） 



   開催予定年月  令和８年６月 

   主な議事事項  会長、副会長、専務理事の選定について 

 （第３回） 

   開催予定年月  令和９年３月 

   報告事項    職務執行報告 

   主な議事事項  令和９年度事業計画書、収支予算書、資金調達及び設備投資の見込みを記

載した書類について 

（３）総会 

 （第 71回定時総会） 

   開催予定年月  令和８年６月 

   主な議事事項  １）令和７年度事業報告並びに計算書類等の承認について 

           ２）会費の金額及び納期並びにこれらの免除について 

           ３）定款の一部改正について 

           ４）役員の選任について 

 


